
 

登録コード  開講年度 2027年度  

授業科目 知能機械演習 担当教員 種村昌也 

英文授業名 Practice for Intelligent Machines 副担当 なし 

単位数 2 講義期間 後期 曜日・時限  対象学生 学部3年生 

講義室  授業形態 講義 遠隔授業科目  備考  

信大コンピテンシー 非該当 

(1)授業の達成目

標 

【授業で得られる「学位授与の方針」要素】 ⇔ 【授業の達成目標】 

知能機械の基本的な構造を理解し，信号に基づくシステムのモデリングと制御の基礎を習得する． 

  

 

⇔ 

 

(2)授業の概要 知能機械の基本的な構造を説明し，信号やデータに基づいた機械・ロボット・物理システム等のモデリン

グとその制御を実際のプログラミングを通して修得する 

(3)授業計画 第1回：ガイダンス，ソフトウェアインストール 

第2回：代入，リスト，四則演算 

第3回：条件分岐と繰り返し 

第4回：関数，ファイルの読み書き 

第5回：数学ライブラリの使用 

第6回：科学技術計算ライブラリの使用 

第7回：探索アルゴリズム 

第8回：前半の内容に関する演習 

第9回：中間レポート作成支援 

第10回：単回帰モデリング，重回帰モデリング 

第11回：線形回帰モデリング，リッジ回帰モデリング 

第12回：物理システムのモデリング 

第13回：物理システムの制御 

第14回：後半の内容に関する演習 

第15回：期末レポート作成支援 

定期試験は実施しない 

(4)成績評価の方
法 

受講態度（10点），各回の演習（30点），中間レポート（30点），最終レポート（30点）の合計点で成績

評価を行う． 

(5)成績評価の基
準 

授業で扱った内容と同レベルの問題を，参考資料を参照しつつ解ければ「水準にある」とする．同レベ 

ルの問題を参考資料なしに解ければ「やや上にある」，やや難しい応用問題が解ければ「かなり上にあ 

る」，難しい応用問題が解ければ「卓越している」とする． 

(6)事前事後学習
の内容 

事後学習：講義中に示したプログラムを復習し，自力で実装・実行できるようにすること． 

(7)履修上の注意 各自のPCにpythonの開発環境をインストールし，講義中にプログラミングをする．毎回PCを持参するこ 

と． 

(8)質問,相談への
対応 

原則として授業の時間内におこなうが，メールでも質問を受け付ける． 

(9)その他  

【教科書】 指定しない 



【参考書】 指定しない 

 


